
　
斎
藤
与
里
は
、明
治
18（
１
８
８

５
）年
に
現
在
の
加
須
市
下
樋
遣

川
に
生
ま
れ
、日
本
近
代
美
術
を

代
表
す
る
画
家
と
な
っ
た
偉
人

で
す
。

　
20
世
紀
初
頭
、フ
ラ
ン
ス
に
留

学
し
、帰
国
後
は
大
阪
や
東
京
を

拠
点
に
、画
家
と
し
て
だ
け
で
な

く
、著
述
家
、教
育
者
と
し
て
活
躍

し
、近
代
芸
術
の
振
興
に
大
き
く

寄
与
し
ま
し
た
。昭
和
20（
１
９
４

５
）年
に
戦
禍
を
逃
れ
る
た
め
加

須
に
疎
開
し
、以
降
、昭
和
３4
年
に

逝
去
す
る
ま
で
加
須
を
中
心
と
し

て
創
作
活
動
に
没
頭
し
ま
し
た
。

　「
晩
秋
の
赤
城
山
」は
、加
須
に

戻
っ
て
以
降
の
最
初
期
の
作
品

で
、第
二
次
世
界
大
戦
終
結
直
後

の
昭
和
21
年
に
開
催
さ
れ
た
第
２

回
日
展
に
出
品
さ
れ
た
代
表
作
の

一
つ
で
す
。利
根
川
越
し
に
望
む

赤
城
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、伸
び
や

か
な
筆
致
と
鮮
や
か
な
色
彩
で
郷

土
の
情
景
を
豊
か
に
表
現
し
た
作

品
で
す
。当
時
、地
元
の
有
志
が
新

築
の
役
場
を
飾
る
作
品
を
与
里
に

依
頼
し
た
の
が
本
作
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
作
は
、現
在
、サ
ト
エ
記
念
21

世
紀
美
術
館
で
開
催
中
の「
生
誕

１
３
０
年
記
念
　
斎
藤
与
里
展
」

に
て
、３
月
1３
日
㈰
ま
で
特
別
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機

会
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
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